
 

 
報告項目 

 

１．支援団体の現状と課題 

（１）支援コース分類 

（２）対象建築物概要 

（３）事業スケジュール 

（４）実施体制 

（５）地域における課題 

２．実施計画 

（１）実施計画作成方針 

（２）実施プログラム（実施前の想定プログラム） 

（３）共同設計の課題 

３．検討会等の実績報告 

（１）各検討会の概要 

（２）検討結果の概要 

（３）先進事例調査の概要 

４．目指した木材調達の枠組みについて 

（１）目指した木材調達の枠組みと対象エリアの状況 

（２）本事業で見えてきた課題・解決した課題 

５．支援団体成果物 

（１）概要 

（２）支援団体成果物 

６．考察 

（１）設計者支援を中心テーマとした支援団体における解決できた課題 

７．今後の展望 

（１）課題の内容 

（２）今後展開を行うための提案 

８．参考（新聞掲載記事） 
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１．支援団体の現状と課題 

（１）支援コース分類 

・Cコース 

 

（２）対象建築物概要 

・用途：保育所 

・構造：木造 

・階数：１階 

・所在地：富山県下新川郡入善町青木 

・敷地面積：約 5,850㎡ 

・延べ面積：約 900㎡ 

・地域地区等：都市計画区域内、用途地域・防火指定なし 

・積雪荷重：1.5ｍ 

・防耐火上の要件：特になし（その他の建築物） 

・想定している構造設計ルート：ルート１（許容応力度計算） 

・法律上の省エネ対応：特になし 

 

（３）事業スケジュール 

・平成 23年度：企画・構想 

・平成 24年度：基本設計・実施設計 

・平成 25年度：施工  

 

（４）実施体制 

・事業主体である富山県建築設計監理協同組合の呼びかけにより、下記のような実施体制を

構築した。なお、事業終了時における実施体制も変わりはない。 

区分 所属 人数 

建築計画 ①発注・行政 5 市・1 町の営繕担当課（高岡市、滑川市、砺

波市、小矢部市、南砺市、入善町） 

8名 

③設計 富山県建築設計監理協同組合に所属する設計

事務所 13社 

16名 

④施工 富山県優良住宅協会に所属する工務店 2社 2名 

木材供給 ⑤原木供給 

⑥製材等供給 

⑦プレカット加

工 

婦負森林組合 木材加工センター 

 

1名 

支援 ⑧行政・森林 富山県森林政策課 1名 

⑨研究機関 富山県木材研究所 2名 

合計 30名 
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（５）地域における課題 

１）地域における木造公共建築物の取組み状況 

・富山県では、多雪地域にあって雪を意識した町家やアズマダチと呼ばれる農家住宅、合掌

集落などの風土に根差した木造民家の系譜がある。 

・近年の木造公共建築物の取組みは、克雪タウン計画による五箇山の楽雪住宅（町立住宅）、

岩瀬ドーム、八尾 HOPE計画による地域型木造住宅、魚津もくもくホール等の整備などが

あげられる。 

・県東部に位置する入善町では、町内の小規模な公共建築物を木造化する取り組みを平成 7

年ごろから進めている。（小学校、公衆トイレ、児童センター、リサイクル広場、公民館、

保育所等） 

 

２）地域におけるテーマ別課題 

地域産材活用 

・富山県は外材依存率が全国 3位（77.7％、H21年度）と高く、県産材活用が遅れている状

況であるが、近年、県産材の品質向上・供給量拡大に向けて取り組みが進められている。 

・入善町では木材を出荷している実績はなく、今回対象とする地域材は、「富山県産杉」とし

た。特定地域に限定すると、品質・量の確保に不安があるが、地域産材のエリアを県全体

に広げ、かつ木材調達期間を十分に確保すれば、地域材の活用には十分可能と考えられる。 

 

３）地域（入善町）における立場別課題 

発注者の課題 

・町内の小規模な公共建築物を木造化する取り組みを平成 7 年ごろから進めているが、発注

担当者の熱意や技量に依るところが大きい。 

→担当者は設計事務所に勤めていた経験があり、近年の町発注の木造公共建築の基本計画の

ほとんどを手掛けている。 

→基本計画作成までは発注者が関与し入札で設計者を決めた方が事業はすすみやすいので、

プロポーザルは行っていない。 

・公共建築物の木造化は進んでいるものの、県外産材、集成材、金物接合がほとんどであり、

県産材・地域の大工技術の活用には至っていない。 

→集成材や金物工法を選択してしまうと地域の大工、工務店の参画が困難になる。 

・現在の事業スケジュールや庁内の体制では、木材の分離発注は難しい。 

設計者の課題 

・木造で設計する場合の設計作法が十分に習得されていない。 

・地元は個人事務所が多く、総合力に不安があり、結果として県内の組織事務所に委託され

ることが多い。 
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２．実施計画 

（１）実施計画作成方針 

・富山県全域の設計者・発注者・木材生産者・施工者約 30 名を対象とし、H25 年度に改築

予定の入善町の保育所を対象とする共同設計ワークショップ及び先進事例視察を通じて、

木造公共建築物の設計力を高めるとともに、入善町における保育所への設計提案を行う。 

・敷地利用方針、地域材活用方針、架構イメージ、構造計画方針、平面・立面・断面計画方

針を検討し、概略設計をまとめる。 

・木造公共建築物の実現に係る様々な主体の参加によりワークショップ形式で実施すること

で、立場別の課題や解決方法を学ぶと同時に、県内の木造公共建築物関係者のネットワー

クづくりを行う。 

 

（２）実施プログラム（実施前の想定プログラム） 

１）第１回ワークショップ「基礎知識の習得」 

・開催時期：10月中旬 

・講師：三井所先生を予定 

・参加者：ワークショップ構成員のほか、県内の建築関係者に幅広く周知 

・検討課題：基礎知識の習得（木造化の意義、先進事例等）、入善町における地域産材活用及

び木造建築物の現状、共同設計課題の提示（入善町内の保育所） 

２）先進地視察の実施 

・開催時期：11月上旬 

・講師：三井所先生を予定 

・参加者：ワークショップ構成員 

・見学先：地域材と地域の大工技術を生かした事例 

３）第２回ワークショップ「地域材活用方針の確定・架構イメージの検討」 

・開催時期：11月下旬 

・講師：稲山先生を予定 

・参加者：ワークショップ構成員 

・検討課題：地域材活用と構造計画の方針検討、敷地利用方針の検討 

４）第３回ワークショップ「架構・平面計画・断面計画の方針確定」 

・開催時期：12月中旬 

・参加者：ワークショップ構成員 

・検討課題：架構の方針確定、平面計画・断面計画の検討 

５）第４回ワークショップ「概略設計まとめとプレゼンテーション」 

・開催時期：1月下旬 

・講師：三井所先生を予定 

・参加者：ワークショップ構成員、入善町発注関係者 

・検討課題：概略設計のまとめ（配置、平面、立面、断面、架構）、入善町発注関係者に対す

るプレゼンテーション 
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（３）共同設計の課題 

１）設計条件 

・園舎の延床面積は約９００㎡、階数は１階とする。 

・児童の定員は１４０名、職員は約１８名とする。駐車場の必要台数は５０台程度とする。 

・富山県産木材を最大限活用し、富山県の木造公共建築物の見本となるような計画とする。 

・通風、採光、雪処理など地域の気候風土に調和した計画とする。 

・隣接する小学校との関係性（両者の歩行者、車動線等）に配慮する。 

・東日本大震災での教訓を受け、災害（地震・津波）に対する観点を考慮する。 

 

２）敷地概要 

所在地 
富山県下新川郡 

入善町内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敷地面積 約 5,852㎡ 

地域地区等 
用途地域・防火

指定：指定なし 

積雪荷重 1.5ｍ 

 

３）施設内容 （各室の面積は目安） 

部門 部屋 詳細 面積 

保育部門 保育室 ０、１、２、３、４、５歳 約 405㎡ 

遊戯室  約 190㎡ 

便所  約 65㎡ 

管理部門 職員室 給湯洗濯室、医務室、相談室、教材室 約 160㎡ 

厨房  約 70㎡ 

その他  約 10㎡ 

合計 延べ床面積  約 900㎡ 

 

４）木材活用検討事項 

提案項目 提案内容 

適材適所な木材利用 ・活用材の適用部位と仕様を提案すること。 

木材調達と設計の連携 
・効率的に木材調達するために、設計段階での連携方法

を提案すること。 

構造・架構・施工 
・コストを抑える構造と架構方法を提案すること。 

・架構の部材内容、接合方法、施工方法を提案すること。 

 

9ｍ 

N 
77ｍ 

76ｍ 

12ｍ 

計画敷地 

道 路 

道 

路 

農地 

農地 

小学校 

▼小学校正門 

歩 

道 

歩道 
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３．検討会等の実績報告 

（１）各検討会の概要 

１）第１回ワークショップ 

・日時：平成 23年 10月 24日（月）14：00～17：30 

・会場：入善町健康交流プラザ「サンウェル」 

・講師：三井所 清典 

・検討テーマ：木造公共建築物の設計の基礎 

・タイムスケジュール 

14：00～14：20 挨拶、事業趣旨、プログラム説明 

14：20～15：50 講義「地域の木材・地域の大工技術を活かす木造公共建築」／三井所 

15：50～16：00 休憩 

16：00～16：30 報告「入善町の木材活用・木造公共建築物の現状と今後」／入善町 

16：30～17：00 質疑応答・意見交換 

17：00～17：30 共同設計課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）先進事例調査 

・日時：平成 23年 11月 11日（金）11：30～15：00 

・会場：岐阜県 美濃にわか茶屋・岐阜県立森林文化アカデミー 

・講師：辻 充孝（森林文化アカデミー） 

・検討テーマ：木造公共建築物の視察 

・タイムスケジュール 

11:30～13:00 岐阜県 美濃にわか茶屋着・昼食・見学 

13:30～15:00 岐阜県立森林文化アカデミー・施設開設・見学 
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３）第２回ワークショップ 

・日時：平成 23年 11月 17日（木）13：30～17：30 

・会場：富山県民会館 

・講師：山辺 豊彦 

・検討テーマ：敷地利用の方向性検討、県産材活用方針の検討、 

県産材を活用した架構イメージ 

・スケジュール 

13：30～13：45 プログラム説明 

13：45～14：45 敷地利用の方向性検討 

14：45～15：00 休憩 

15：00～16：00 講義「木造公共建築物における構造計画のポイント」／山辺 

16：00～16：30 報告「富山県産材の生産状況について」／富山県森林政策課 

16：30～17：15 富山県産材活用と構造計画の方針検討 

17：15～17：30 発表・まとめと総評・グループ分けについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）自主検討会 

・日時：平成 23年 12月 8日（木）13：30～17：30 

・会場：富山県建築設計会館会議室 

・検討テーマ：配置計画・断面計画及び架構イメージの確定に向けてのグループ討議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）第３回ワークショップ 

・日時：平成 23年 12月 20日（火）13：30～17：00 

・会場：富山県民会館７０１号室 

・テーマ：県産材活用方針、架構の方針、配置計画・平面計画・立断面計画の方針 
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・スケジュール 

13：30～13：40 挨拶、プログラム説明 

13：40～14：10 グループごとの事前検討結果の発表 

14：10～14：40 グループ間の意見交換 

14：40～15：00 最終成果物のイメージについて 

15：00～15：15 休憩 

15：15～16：45 グループ検討・グループ内の役割分担決め 

16：45～17：00 グループごとの検討結果の発表、まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）第４回ワークショップ 

・日時：平成 24年 2月 6日（火）14：00～16：30 

・会場：入善町まちなか交流施設「うるおい館」 

・講師：三井所 清典 

・テーマ：共同設計案の発表、入善町との意見交換、講評 

・スケジュール 

14：00～14：05 挨拶、プログラム説明 

14：05～14：20 おさらい（事業趣旨、共同設計ワークショップの取組み、計画条件） 

14：20～15：50 各グループの発表・意見交換 

15：50～16：20 全体講評／三井所 

16：20～16：30 最終とりまとめに向けて 
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（２）検討結果の概要 

１）第１回ワークショップ 

①講義「地域の木材・地域の大工技術を活かす木造公共建築」／三井所 清典 

・木造公共建築物等の整備にかかる設計段階からの技術支援事業「基礎知識の習得 WS」説

明資料に基づいた説明が行われた。 

・「木造建築の魅力と可能性」と題して、国内外の事例や講師が取組んだ木造建築についての

事例紹介が行われた。 

②報告「入善町の木材活用・木造公共建築物の現状と今後」／米田 正秀（入善町） 

・入善町が取組んできた公共施設の木造化への経緯と町民ニーズ、課題について説明された。 

→設計・計画段階の課題：地元住民との関わり（協議会、説明会等）、設計者の選定（プロポ

ーザル、入札）、設計者の能力（総合力、経験、理解度） 

→発注・工事段階の課題：材料指定・分離発注が困難、受注者の能力（経験、理解度） 

→諸条件：単年度が基本（木材ストックが困難）、木材の供給体制（量、品質）、法規制（建

築基準法、消防法） 

・入善町で建設された木造公共建築物の紹介が行われた。（小学校、公衆トイレ、児童センタ

ー、リサイクル広場、公民館、保育所等） 

③共同設計課題について 

・木造公共建築物の設計手法の習得を目的とした共同設計ワークショップの課題配布と説明

が行われた。次回のワークショップまでに各自の案を作成し、提出することが求められた。 

 

２）第２回ワークショップ 

①宿題の発表 

・参加者のうち、15名から宿題が提示された。 

・設計者からは敷地利用やゾーニングのイメージ、架構のイメージが示された。 

・木材研究所の研究員からは、県産杉の新しい製品（中空パネル内装材）の紹介、杉間伐材

を活用した長スパン小屋トラス工法などの提案がなされた。 

②講義「木造公共建築物における構造計画のポイント」／山辺 豊彦 

・建築物の規模による構造計算の方法、審査の方法等の分類等の解説が行われた。 

→本課題の建築は 3号建築に該当し、許容応力度計算で対応できる。 

→木造の場合、仕様規定があり、46条 4項で壁量のチェックが必要。 

→JAS材が求められるが、地域の試験場で第三者の立ち合いで試験を行うとよい。 

・地域材を活用した様々な事例紹介や耐力試験データの説明があった。 

→富山では積雪荷重があるが、材の組合せにより、大スパンの架構（体育館等）も可能。 

→製材を用いる際は、ねじり・反りに配慮して、乾燥・背割りを十分に行うこと。 

→複雑な平面形状（Ｌ字、コの字等）の建物はゾーンごとに水平力をチェックする。 

③報告「富山県産材の生産状況について」／草島 すなお（富山県森林政策課） 

・県産材をめぐる状況について各種データをもとにした解説が行われた。また、公共建築物

にかかる材料調達のポイントや公共建築物への県産材利用拡大に向けた取組の紹介が行わ

れた。 

→富山県の目標：県内の公共建築物の 25％を H33までに木造化（現行 11％） 

→県産材活用を推進する動きがここ 10 年程度で加速化。（森林施業の集約化、林内路網の整

備、高性能林業機械化の推進、林業従事者の若返り、流通体制の見直し） 
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→木造公共建築では原則として JAS材を使用する必要があるが、富山県木材研究所で強度試

験・含水率試験（20％以下）を実施し、検査書を添付する方法もある。 

④富山県産材活用と構造計画の方針検討、発表・まとめ 

・参加者から提出された 15 課題を、架構形式や配置の特徴により、Ａ（雁行型）、Ｂ（Ｌ字

型）、Ｃ（一体型）の３グループに分類し、グループ分けを行った。 

→検討の過程で、最終的にはＡグループがＬ字型、Ｂグループが雁行型となった。 

・山辺氏から各案に対する構造・架構の考え方についての指導を得た。 

→富山で構造設計する場合、地域特性を考える。地震地域係数（Z）＝0.9、積雪荷重が重い。

用途によって、重量度係数を掛ける場合があるため確認する必要がある。屋根にかかる鉛

直荷重を軸力で安定して流す必要がある。 

→水平荷重については、木造の場合、長辺方向の場合に多いが、地震荷重よりも風荷重で必

要耐力が高くなる場合がある。入善は風が強い。余裕のある壁の配置とする。 

→雁行型の場合、壁に頼る計画をするとき屋根面をどのように計画するか考える必要がある。

連続しない場所がある場合、その部分でゾーニングをするとよい。屋根の大きくかかった

ところと小さいところを別々にゾーニングすると設計のばらつきがなくなる。 

→L 字型の場合、コーナーに遊戯室を持ってくると、区切るのが難しい。例えば 3 つに区切

り、それぞれの荷重を持たせる。 

→一体型の場合、ゾーニングしにくい。自分の重量を全体でカバーする必要がある。屋根の

かかりかたを考えるとおもしろいだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）自主検討会 

・グループごとに配置計画・断面計画及び架構イメージの確定を行った。 

→配置計画：敷地利用方針の決定（土地利用の考え方、人と車の動線他） 

→平面計画：ゾーニングと動線計画、配置計画との整合性検討 

→断面計画及び架構イメージ：県産材を利用した架構イメージの検討 

 

４）第３回ワークショップ 

①グループごとの経過報告と意見交換 

・グループごとに自主検討会を行いまとめた案を発表し、参加者から質問やアドバイスを得

た。 

・提案要素で共通しているのは、無垢の小断面の製材（住宅に使用される流通材）を組み合

わせた架構形式（トラス、合わせ梁、合わせ柱等）とすることで、地域材活用・地域の大

工技術の活用・コストダウン・品質確保を両立することである。 
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【Ａグループ】 

・山並みが見えるようにゾーニングした。結果的に L字型に近い形となった。 

・完全な歩車分離を考えた。L 字型に駐車場を設け、残った眺めのよいスペースを園舎と園

庭に利用する。 

・廊下が長くなりがちだが、凹凸を付け、変化をもたせた。平屋ではあるが、立体的な変化

をもたせるためロフトなども設置した。 

・県産材を利用し、木の肌触りなどを体験できるようにしたい。 

・遊戯室の架構は八角形になっている。園庭方向に壁を設けたくなかったため、開口の上部

にトラス梁を組み、太い柱で水平力を受けることとした。 

【Ｂグループ】 

・自然条件からゾーニングを考えた。山からの風の向きや小学校のプールの圧迫感、通りの

位置から駐車場や建物配置を考えた。 

・遊戯室の位置は、中央ではなく、独立した形で配置した。 

・八角形の架構計画を検討したが、県産材使用を想定すると 6m スパン程度となり、大空間

が取れないことから別計画とした。 

・架構は見学に行ったことのある七沢小学校を参考にした。同架構を連続させて使用する方

法とした。 

・県産材を利用できるような立面と架構計画を行った。 

【Ｃグループ】 

・遊戯室を中心に保育所を一体的につなげる。 

・西向きの風への対応として、南側玄関を考えた。子供たちを迎え入れるため、明るい玄関

とした。そうすると、西側駐車場、南側グラウンドとし、西側駐車場へのアプローチを考

えた。 

・平面的に扇形になり、屋根との整合性を図ることが難しかった。 

・木造のフレームをきれいに見せたい。遊戯室や建物全体をＲ形状にするなど意見が出た。

議論を経て、曲線は RC造でできるということで、直線を活かした形状とした。 

・コスト減のため、天井高さを要しない部屋は天井を張り、トラス小屋組とする。一方、遊

戯室は、小屋組を見せる。 

・構造としても見せたいところは、遊戯室の大空間である。 

・4寸の規格材を使用し、合わせ柱にできればと考えている。 

・構造屋にとって安心なのは集成材を利用することだが、県内の間伐材を使用したい。集成

材はコストが高い。 

・大断面は乾燥しにくい。JAS製材を使ってほしいという山側の話から、4寸、4m材程度か

と思う。部材の断面については、今後検討。 

・ダボを使用した合わせ柱とし、トラスをはさみこむ。 

・遊戯室の柱は、当初、子供の安全性を考慮し円柱がよいと考えていた。化粧面で工夫した

い。 

・梁間方向はトラスでよいが、水平方向には筋交いを入れざるを得ない。 

②最終とりまとめに向けた作戦会議 

・コンサルタントから、最終成果物のイメージ（Ａ３のパネル２枚にコンセプト、地域材活

用方針、敷地利用方針、平面図、立断面図、架構のイメージできる内観パース）が示され

た。 

H23-①-p155-181人材育成のための勉強会の開催手法

164



 

・グループ内で、最終発表会へ向けての役割分担を行った。 

 

５）第４回ワークショップ 

①グループごとの成果発表と意見交換 

・グループごとに入善町関係者と出席者へプレゼンテーションを行った。 

・町関係者からは施設整備、施設運用面からの質疑があり、意見交換が行われた。 

→目の届きやすい空間構成に課題（Ａ）、樹木の維持管理のしやすさに課題（Ｂ）、池を設け

る場合の水質に課題（Ｃ）等。 

・他のグループからは建築的な内容の質疑があり、意見交換が行われた。 

→同一架構の繰り返しによる効率化と画一化のバランス、子どものスケールの表現（梁下高

さ、天井高さ等）、屋根納まりの複雑さ（Ｂ）、瓦屋根で 4 寸勾配が必要となることと室内

ボリュームが大きくなりすぎることのバランス（Ｃ）等。 

【Ａグループ】 

・子どものスケール感を意識した。木を使い、森のイメージを考えた。 

・遊戯室と教室で二つの架構が特徴的。遊戯室は子どもたちが丸太柱を体感できる大空間。

教室は住宅スケールの 120角柱を使い架構は１フレーム 1.37㎥のユニット化を図り、木材

量を把握しやすくし、流通の計画を行った。 

・一般構造材を使うことで地元の大工が加工できるようにした。接合部に置いても住宅用金

物でできるところが多く、新しい工法は使っていない。 

・教室廊下の関係は直線廊下ではなくすることで単調な空間にならないようにしている。ま

た、遊戯室は開放的な空間としたいため、玄関からすぐに入れるようにしており、建具等

でしめてメリハリがつけられるようにしている。 

【Ｂグループ】 

・一つの架構フレームで展開できることを考え、12ｍスパンを製材の組み合わせ架構として

いる。 

・県産材の杉を使い、同フレームを 3.6ｍピッチで配置している。梁は合せ梁としゆきへの対

応も考えている。ラチス部分を外部とする事で架構内でのプランをつくりやすくした。 

・ウッドマイレージを考え 100㎞内の材木を使うことを考えた。北陸で使う土台のヒバ活用。

分離発注。木の乾燥を考え最大６ｍとした。昇り梁は 92本、24㎥。 

・架構やプランは面白そうだが、屋根が複雑になりそう。遊戯室が奥まった位置にあるので

教室に近い位置の方がよいのではないかという運営サイドからの意見があった。 

・屋根や軒先の納まり、レベルの調整など実施設計時での配慮事項が検討された。 

【Ｃグループ】 

・大きな屋根で中をどうおさめるか考えた。用水を敷地内へ入れる計画とした。玄関は明る

く南向きとした。フレキシブルに変化対応できるような大屋根。 

・市、運営側からは、プランがコンパクトでよいのだが、棟を曲げたところの棟部分や小屋

裏スペースの安全性への配慮が望まれること。敷地内に水路をつくる場合は、農業用用水

ではなく、井戸水の利用が必要になる。 

・二階部分の面積はどう考えるか、トラス梁のおさまりなどの配慮事項が検討された。 

②講評／三井所 清典 

・講師である三井所先生より講評が行われた。３案とも素晴らしい出来であるが、できるだ

けシンプルで無理をしない架構の組合せで、「普通に良い木造建築を地域にたくさんつくる
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ことが重要」とのコメントがあった。 

・2月末の成果とりまとめに向けて、プレゼンテーションの見直し方針を調整した。 

 

（３）先進事例調査の概要 

１）岐阜県 美濃にわか茶屋 

・用途：道の駅 

・構造・階数：木造、1階 

・発注者：美濃市長 石川道政 

・施工者：美濃市 JV（美濃市内建設業者５社） 

・意匠設計・構造設計：岐阜県立森林文化アカデミー 

・設備設計：コーエイ設計室・浅野設備設計事務所 

・竣工年：2007年 

・調査の狙い：新しい事例の地域材を使い伐採から施工までのプロセスを学ぶ。 

・調査の成果：この施設を計画する段階から竣工までのプロセスを森林文化アカデミーの辻

充孝氏に解説して頂き、地域材を活用するための木の伐採から製材、設計、施工について

の一連の流れを学ぶことができた。 
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２）岐阜県立森林文化アカデミー 

・用途：専修学校 

・構造・階数：木造、２階 

・延べ面積：7562㎡ 

・設計者：北川原温建築都市研究所 

・竣工年：2001年 

・施工期間：1999年 10月～2001年３月 

・調査の狙い：地域材を使った多様な架構形式の事例と築 10年を経過した経年変化を学ぶ。 

・調査の成果：この施設を運営している森林文化アカデミーの辻充孝氏に解説して頂き、新

旧の施設の状況を解説していただいた。製材や丸太の活用や維持管理等について学ぶこと

ができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．目指した木材調達の枠組みについて 

（１）目指した木材調達の枠組みと対象エリアの状況 

・入善町では木材を出荷している実績はなく、今回対象とする地域材は、「富山県産杉」とし

た。特定地域に限定すると、品質・量の確保に不安があるが、地域産材のエリアを富山県

全体に広げ、かつ木材調達期間を十分に確保すれば、地域材の活用には十分可能と考えら

れる。 

・なお、県内には製材のＪＡＳ工場は存在しないが、強度試験・含水率試験は、富山県農林

水産総合技術センター木材試験所で実施する体制がある。 

 

（２）本事業で見えてきた課題・解決した課題 

・本事業は設計力の向上を目的としたプログラムのため、木材調達については検討していな

い。 
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５．支援団体成果物 

（１）概要 

・配置計画・断面計画及び架構イメージの検討提案から分類された、３つのグループごとに

概略設計（コンセプト、配置、平面、立面、断面、木材活用方針、架構イメージのわかる

内観パース等）を固め、入善町へプレゼンテーションを行った。 

 

（２）支援団体成果物 

・各グループの提案（概略設計書） 

 

 

 

 

６．考察 

（１）設計者支援を中心テーマとした支援団体における解決できた課題 

１）木造公共建築物の基礎知識の習得 

・木造事例の基礎知識を学ぶために、全国の事例を始め県内の入善町の事例、視察による岐

阜県の事例を広く学ぶことができた。 

・視察事例も、新しいものと 10年以上経過した事例を同時に見ることができ、経年変化をふ

まえた木造の設計所作を学ぶことができた。また、構造設計者からの事例紹介や県の森林

についても広く学ぶことができた。 

２）共同設計ワークショップによる設計力の向上 

・具体的な設計課題に多様な主体が共同で取り組むことで、様々なアイデアが出され、設計

内容が収斂された。特に木材利用に関する３つのテーマ（適材適所な木材利用、木材調達

と設計の連携、コストに配慮した構造・架構方法）に対しては次頁のような実践的な提案

がなされた。 

３）富山県内の木造公共建築物の実現体制の強化 

・これまで富山県では、木造公共建築物に関わる発注者、設計者、木材生産者、施工者が一

堂に会して議論する機会はなかった。今回の共同設計ワークショップを通じて、設計者相

互の連携体制が強化されただけでなく、木材生産者・発注者・施工者とのネットワークが

でき、今後の富山県内の木造公共建築の推進に大きく貢献できたと考えられる。 

４）入善町における企画構想の支援 

・ワークショップによる概略設計を自治体関係者へプレゼンテーションを行うことにより、

入善町では次年度以降の基本設計・実施設計のベースができ、木造保育所の実現化に弾み

がついた。 
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提案要素の整理 

計画テーマ Ａグループ Ｂグループ Ｃグループ 

●適材適所な木材利

用 
【共通項】 

・住宅用製材の活用 

・樹種（スギ・ヒバ・桧）、

部位（心材、辺材）の使

い分け 

・空間や強度に応じた材の

使い分け（丸太・太鼓

梁・角材） 

・スギ 30 ㎜厚板の床材、

家具活用 

・県産材加工品（中空板材）

の活用 

・原木の歩留まり向上のた

め下地に県産材活用 

・丸太材で大空間遊戯室 

・小断面製材で保育室 

・県産材の家具 

・床用杉本実板 30 ㎜を活

用した家具づくり 

・原木の歩留まりを上げる

ため、下地材にも県産材

活用 

・小径木を活用するため、

太鼓梁を使用 

・外壁材には赤身材を活用

する（塗装だけに頼らな

い） 

→耐久性の向上、メンテナ

ンスの軽減 

・地域材調達エリア 100

㎞ 

・ウッドマイレージ 

・杉：柱、梁、桁 

・ヒバ・ヒノキ：土台、大

引 

・杉以外の樹種による部材

調達のトレーサビリテ

ィーを容易にする 

・住宅用県産杉材活用 

・製材加工時の側板による

中空板材の内装活用 

・歩行感が柔らかい、厚さ

30 ㎜の床材利用 

●木材調達と設計の

連携 
【共通項】 

・設計段階から調達可能木

材の把握（材から架構を

発想） 

・設計段階からの木拾い、

山側への情報伝達 

・木材の分離発注 

・複数年度計画の検討 

・川上から川下の連携体制 

・架構のユニット化 

・丸太材の数量把握 

・基本設計と同時に木拾

い、木材発注を行う 

・役場との入念な打合せ、

複数年度計画の構築 

・設計前の山側との打合せ

（材料の把握） 

→材料から設計を発想す

る 

・地域材調達を含むプロジ

ェクトチームづくり 

・流通尺寸法による材料調

達 

・木材調達と工事の分離発

注を含め、時系列に併せ

た建設計画 

・供給体制の構築 

・分離発注検討 

・一般流通市場品（120

×120）の積極的活用 

・地場材使用を担ってきた

大工技術との連携 

●コストに配慮した

構造・架構方法 
【共通項】 

・流通材の活用 

・特殊金物を使用しない 

・小径木（間伐材）活用 

・小径木の組合せ（合わせ

梁、合わせ柱、トラス） 

・プレカットの活用 

・地域の大工技術の活用 

・同一架構の繰り返し 

・流通材の規格活用 

・在来軸組工法で地元大工

施工 

・住宅用金物や全ネジボル

トを活用した接合部（特

殊金物を使用しない） 

・斜材に４寸角を多用する

トラス梁を採用 

→小径木（間伐材）の活用 

・最長６ｍの合せ梁 

・同形状フレームを 3.6

ｍスパンで連続 

→生産性に配慮したプレ

カット工法の積極的な

採用 

・主架構は、耐力壁をバラ

ンスよく配置した在来

軸組工法 

・応力にあわせて合せ梁に

する等、材料の無駄を極

力なくす 

・120 角正角材による４

寸角柱組立フレームの

採用 

・トラス架構による大屋根 

・汎用性のある施工技術の

活用 

●その他 
【共通項】 

・卓越風への配慮 

・地域景観との調和とシン

ボル性の両立 

・子供のスケールへの配慮 

・遊戯室と各教室の関係 

・深い軒による半屋外空間 

 

・遊戯室がシンボル 

・小さな空間デン 

・耐力壁不要な構造計画 

→間取り・用途の変更に柔

軟に対応 

・子どものスケールに配慮 

・木造の特徴である軸材で

の空間構成にこだわる 

・子どもの手や体が触れる

場所へ木材を積極的に

使用 

・合せ梁、方杖フレーム空

間によるインテリアの

可変性 

・構造材をインテリアに活

用した暖かい保育環境 

・深い庇の安全な屋外活動

スペース 

・雁行し、優しく繋がる廊

下空間 

・園児のスケール感に配慮

し、低く抑えた軒先 

・各教室が遊戯室と隣接す

る一体的な空間 

・南側からの園舎へのアプ

ローチの重視 

・地域卓越風への配慮 

・周辺景観との共存調和 
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７．今後の展望 

（１）課題の内容 

・今回の取り組みでは、３つの提案を入善町にプレゼンテーションすることにとどまったが、

次年度の基本設計・実施設計にこれらの提案が活かされ、実現することが今後の課題であ

る。 

 

（２）今後展開を行うための提案 

・今回の提案をもとに、引き続き入善町を始め富山県内で基本設計・実施設計・工事管理業

務を受託し、そのプロセスを公開しながら技術の向上の機会を継続することが望まれる。 

・ワークショップにより導き出されたアイデアを整理し、木造公共建築物等整備検討項目と

して他自治体等、公共建築物を木造化しようと検討している自治体への参考資料として配

布できるようまとめることも考えられる。 
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８．参考（新聞掲載記事） 

・ワークショップの経過は、建設工業新聞や地元の北日本新聞に記事として取り上げられ、富

山県における木造公共建築物の推進プロセスが関係者や一般市民に幅広く情報発信された。 

●建設工業新聞（H23.10.25） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●建設工業新聞（H23.11.28） 
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●建設工業新聞（H23.12.21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●北日本新聞（H24.2.7） 
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●建設工業新聞（H24.2.8） 

 

H23-①-p155-181人材育成のための勉強会の開催手法

173



 

H23-①-p155-181人材育成のための勉強会の開催手法

174



H23-①-p155-181人材育成のための勉強会の開催手法

175



H23-①-p155-181人材育成のための勉強会の開催手法

176



H23-①-p155-181人材育成のための勉強会の開催手法

177



H23-①-p155-181人材育成のための勉強会の開催手法

178



H23-①-p155-181人材育成のための勉強会の開催手法

179



H23-①-p155-181人材育成のための勉強会の開催手法

180



H23-①-p155-181人材育成のための勉強会の開催手法

181


	★平成23年度技術支援事業報告書（1編／2編）.pdf



